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１．はじめに 

 近年、ＪＲ北海道では接着絶縁レールの継目板が

折損する事象が年１回程度発生している。その原因

として継目部の落ち込みによる衝撃荷重の影響とま

くらぎ支持方法がかけ継ぎ法であることが考えられ

る。まくらぎ支持方法には支え継ぎとかけ継ぎの２

種類があり、一般的には継目部の支持方法は継目部

の軌道狂いと保守の関係から支え継ぎ法が採用され

ている。そこで、接着絶縁レール継目部におけるレ

ール頭頂面凹凸の影響と支え継ぎ構造に変更するこ

とによる効果の検証を行った。 
 
２．支え継ぎ締結装置の開発 

 接着絶縁レールの継目部を支え継ぎ構造にするた

めに、接着絶縁レール用の支え継ぎ締結装置の試作

を行った。試作した締結装置は図１に示すように

50N－Hささえ用締結装置を基本として、レール押
えは絶縁性を確保するために、樹脂製の絶縁ブロッ

クで抑える構造とした。また、レール下面には絶縁

板を使用するが、経年使用による絶縁板の脱落を防

止するため、絶縁板をタイプレートに接着させる構

造にした。 

 

 

 

 

 

図１ 接着絶縁レール用支え継ぎ締結装置 

 

３．現地試験 

 まくらぎ支持方法の違いとレール頭頂面の凹凸の

違いによる接着絶縁レール継目部の継目板に発生す

る応力を明らかにするため、室蘭線北舟岡駅構内に

おいて現地試験を行った。 

（1）測定条件 
 現地試験は従来のかけ継ぎ法と支え継ぎ法の２種

類において、継目板に発生する応力を測定した。な

お、接着絶縁レールの継目部を支え継ぎ化する際に

は図２に示すように継目部前後３本のまくらぎ間直

しを行い、まくらぎ配置間隔を変更した。 
表 1 測定箇所の軌道緒元 

軌道条件 かけ継ぎ 支え継ぎ 

線  形 直 線 

軌  道 バラスト軌道 

レール種別 50kgN 

まくらぎ種別 PC 1-F号 合成まくらぎ 

道 床 厚 250mm 

路盤状態 土路盤 

 
 
 

 
（a）かけつぎ法 

 
 

 
（b）支え継ぎ法 

図２ まくらぎ支持方法 
 

 
 
 
 
 
 
 

図３ 現地試験（支え継ぎ） 
（2）レール頭頂面凹凸測定 
 一頭式レール削正機を用いてレール頭頂面を削

正し、レール削正前後における凹凸をレール頭頂面

粗さ測定器を用いて測定を行った。 
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図４ レール頭頂面の凹凸 
 
（3）継目板発生応力測定 
 継目板の曲げ応力は、図５に示すように接着絶縁

レール継目部の軌間内側の継目板底部 10mm の位

置にレール継目部を中央として去り側、受け側にそ

れぞれ 25mm 離れた箇所にひずみゲージを貼り測

定を行った。測定結果を図６～図８に示す。 
 
 
 
 
 
 
 

図５ ひずみゲージ貼り付け箇所 
 
 
 
 
 
 
 
 

図６ 条件別の継目板応力（183系） 
 
 
 
 
 
 
 
 

図７ 条件別の継目板応力（281系） 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

図８ 条件別の継目板応力（DF200） 
 

４．試験結果と考察 

（1）レール削正と継目板応力 

 レール頭頂面の削正前後における継目板応力の最

大値を比較すると、特急列車（183系）で 141N/mm2

から 112N/mm2と約 20%程度減少した。また、特急
列車（281系）および機関車（DF200）でも同様に
約 20～25%程度発生応力が減少した。レール頭頂面
の削正により継目板に発生する応力を軽減できるこ

とを確認した。 
（2）まくらぎ支持方法の違いによる継目板応力 
 まくらぎ支持方法の違いによる継目板応力の最大

値を比較すると、従来のかけ継ぎから支え継ぎに変

更することで、183系では 112N/mm2から 70N/mm2、

281系では 106N/mm2から 72N/mm2、DF200では
131N/mm2から 72N/mm2と約 32～45%程度応力が
減少した。まくらぎの支持方法をかけ継ぎから支え

継ぎに変更することにより継目板に発生する応力を

軽減できることが分かった。 
 
５．まとめ 

接着絶縁レール継目部におけるレール削正と継目

板発生応力の関係から既設 IJについては、レール頭
頂面を削正することに効果があることが分かった。

また、まくらぎ支持方法を従来のかけ継ぎから支え

継ぎに変更することで接着絶縁レールの継目部に発

生する応力を軽減できることが分かった。 
今後については、接着絶縁レールの支え継ぎ部に

浮きまくらぎが発生しやすくなることも考えられる

ため、継続的に経過を観察する予定である。 
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